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I 式えが含

この地区に関しては，蝕に滝本滑氏1)，小島丈児•井上保両氏2)，故杉健一教授3) などの岩石学的

研究があり， トナル岩・花渦閃緑岩•黒霙母花尚岩4) と，その roof-pendant としての所謂三郡変

成岩類とから楠成されていることが知られている．更にこれらの研究から得られた重要な知見は，

花岡岩類に伴う変成岩類中に，所謂花尚岩化作用の問題を究明するのに好適な資料が豊富に存在す

るということであった私は 1947年以来この問題の研究を行つている．そして未だ研究の筵中で

はあるが，一応今迄の観察事項を報告する．諸賢の御批判を願う次第である．

こいで取扱う岩石は，日本地質学会第 56年総会講演でその概略を報告した所謂変斑糠岩5)であ

る．その類似岩が，北九州蛾域に於ては志賀島6)並びに糸島半島7)から報告されてふる．それらの

地区のものが，糸島型花尚閃緑岩巾に捕獲岩様に産するのに対して，こ◎地区のものは，角閃岩を

主休とする所謂三那変成岩類中に小さな岩床朕をなしているので，その成因を考察する上に重要な

岩休であると思われる．

この岩石の成因を考察してみると，ある斑精岩が，引き続いて逃入して来たトナル岩（糸島型花

尚閃緑岩）によつて花尚岩化作用を蒙つたものであると考えるのが最も妥当のように思われる．

従つてか＼る岩石を変斑精岩 (metagabbro)と呼ぶのは，接頭語 ‘‘meta-’'という概念8) に少し

も矛盾はしないであろうが，一方この名称は広域変成作用を蒙つた斑綱質岩に既に広く用いられて

いるから，それとの成因的意義を明確に区別するために，こ＼で問題の岩f]を，今後 hornblende

hybridsと呼ぶことにする．この名称を用いることは，本地区の場合のように，広域変成岩類中に

南するものについては特に有謡義であると思う．

この研究は，故杉健一教授の御懇切なる指導の下に始められたのであるが，研究なかばにして御

他界になったことは誠に残念である．御生前の御恩に深甚なる謝意を表して，この小篇を御憲前に

捧げる次第である．なお御指導を給り且つこの拙稿に御校閲の労をとられた富田達敦授，野外に室

内に常に御助言御鞭逹を給つた松本逹郎敦授並びに種子田定勝助敦授に心からの感謝を捧げる．な

おこの研究には文部省科学研究費の一部を使用したこりに当局に対し厚く感謝する次第である．

1)滝本濡； 1937，輻岡市外金武附近の地質，九大工彙報，第 12倦， pp.181,.....,97. 
2) 小島丈児•井上保； 1947，輯岡諜背振山地北部糸島郡恰土村附近の花尚岩類及び変成岩類について（演
旨），地質維，第 53総 pp.70~1. 
3)杉健一； 1948,背振山塊北域の角閃岩類に伴う roetablasticrockについて（演旨），地質維，第54巻，
pp. 110~1. 

4)前2者は糸島型花尚閃絲岩に，後者は嘉穂型黒襲磁花尚岩に相当する（松本逹郎，（故）杉健一，唐木
田芳文，種子田定勝，村上允英，富田逹； 1950, 日本地質学会，第 57年総会講演）．
5)唐木田芳文； 1949,背振山塊北域の変斑精岩について（演旨），地質維，第 55巻， p.155. 
6)平山鎚； 1943，輯岡縣糟屋郡志賀島。塩基l‘生岩類の花岡岩化作用，九大理研報地質学，第1巻，/pp.48""50.
7)唐木田芳文・種子田定勝； 1950, 日本地質学会第 57年総会講演・
8) Holmes, A.; 1928, The nomenclature of petrology, (London), p. 154. 
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第 1図 飯場峠附近地質図

1．主として角閃岩類
2. 黒裏母片岩•石英片岩

3.かんらん岩

第 3巻

4. Hornblende gabbroid rock (A型）
5. Hornblende gabbrodioritoid rock (B型）t靡。悶芯「げ。：Kab(悶°冒matitoidrock(c型）］ Hornblendehybrids 
8. トロニエム岩質岩

9. トナル岩（糸島型花尚閃絲岩）
10.沖積層

一断層
I:飯場峠． K:金武峠． Kb:川原

l[ Hornblende Hybridsの特徴

A.識別された岩型

問題の hybridsは，変成岩類中に小さな岩床朕岩休として存在している（第 1図）．．一般には粗

粒・優黙質・多少片朕（全般的にみて変成岩類及びトナル岩の片珊と平行），主として普通角閃石

と斜長石とから構成されている．然し，その粒度・組織などが部分によつて非常に変化しており，

hornblende gabbroid rock (A型）， hornblendegabbrodioritoid rock (B型）， hornblende

gabbropegmatitoid rock (C型）， dioritoidrock (D型）及び斜長石質部などの諸岩型を識別

することが出来る．

B.各岩型の産吠並びに肉眼的特徴

各岩型の，岩休内での分布朕態は極めて錆維していて正確には知り得ない場合があり，地質図に

明瞭に表はすことは不可能に近いのであるが，大体の傾向は第 1図に示されている．そして，各岩

型は互に移過するようである

A 型は他のものに比べて，角閃石が小さいので細粒に見え，片朕構造も不明瞭で，粒度・組織

の急激な変化のない比餃的均質な岩石である．主として， hybridsmassとトナル岩との接触部か

ら最も遠いところに位置していな
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B型は hybridsmassの大部分を占めて発逹しているもので，粗粒柱朕角閃石のC軸が，ある

平面に横たえられている場合（その平面内に於ける C軸の方向には規則性がない）などもあつて，

一般に片朕構造が比餃的著しい．斜長石部と角閃石部とは均一或はところによつて不均ーに組合わ

されている．その不均一性が更に著しくなると，斑朕変晶的な長径 1センチ内外の角閃石の箪晶或

はそのクロツト（径敷センチ）が散布されていたり，叉白色の斜長石質部分が不規則な形で存在し，

屈たそこに角閃石巨晶が1半われていることもある．稀に黄鉄鉱の集合体が散布されていたり，屡々

角閃石と入り混つた黒雲間の板朕晶が輝いている．

C 型は 1センチ内外の柱朕角閃石の間を斜長石が填めている岩石で，腿々角閃石中に斜長石の

粒がポイキリテイックに含まれていなこの岩型の産出分布は極めて限られている；主としてB型

hybrids中の斜長石質脈のよく発逹した附近とか，それが変成岩類に接する附近とかに局部的に見

られる．又屎kB型の中に不規則な脈朕をなしている．この最後の産朕は，（その鉱物成分は相違し

ているが）スコットランドの “CarsphairnIgneous Complex"の構成員である・pyroxene-bio., 

tite hybrids巾の “coarserbiotite-bearing portion’'に似ている9)．

斜長石質部は幅数センチ或はそれ以下のものから 20~30センチのレンズ・細脈（屎た網目朕）或

は岩脈をなしている．そして小さいものは殆ど有色鉱物を含まないで白色を呈し，その先端は周囲

の hybridsの白色部に消えている．一方比較的大きいものは少菫の小形角閃石を持つている．

D型は， トナ］レ岩が hybridsmass（主としてB型）と接する部分の漸移帯岩型として発逹し

ている．この岩石の角閃石は， B型のものに比して小型で，しかも新生した小形黒雲母を伴う為に

その結晶形は不明瞭である．片朕構造が梢々著しい．そして斑朕変晶的斜長石の発逹によつて斑朕

麟を呈している．

C. A.B.C型 HornblendeHybrids及び斜長石質部の頸微鏡的性質

これら岩石の主要成分は，斜長石と帯褐緑色角閃石とで，ほかにカリ長石・石英・黒雲母・燐灰

石・ザーコン・磁鉄鉱・絹表母・方解石・緑泥石・桐石・緑瀧石・褐寵石・スピネル・黄鉄鉱・プ

レーナイトなどの従属成分がある．各岩型の成分鉱物の容積比を第 1表に示す．これら岩石全休を

迎じて最も蒋しい特徴は，それに含まれる斜長石の種々な特異性にある．

斜長石は，特異な外套構造 (mantlestructure) 類似の外観を呈するものと，そうでないモザ

イック朕のものとがある．異つた産朕を呈する斜長石の An成分を第2表に示す．次にその各たに

ついてその特性を述べる．

外套構造様外観を呈するものい石灰質内核には，長径 1.5ミリ士或はそれ以上の卓朕のものと，

長径 0.5ミリ土の拍子木朕のものとがある．成分は A・B・C型を通じて略々一様である．その形

は， C型に於ては特に不規則で，蚕食されたような輪廓を呈したり，或は更に同位消光をする部分

に分離している場合がある． A型のものは比較的規則正しい自形綸廓をもつている．そしてB型に

於ては両種のものが混在している．各岩型を通じて石灰質内核には累帝構造が全く見られない．双

晶個体 (twinnedcrystals)は極めて多い． それはア］レバイト式・ア］レバイトーカル、スバート

式が多く，箪なる力］レヽスペート式は比較的少ない．包裏物として極めて普通のものは，塵埃朕の

鑑定不能の物質と粕た大きい磁鉄鉱粒とであって，その為に結晶が多少蛉つている． これは多分

MacGregor氏の “cloudedf eldspar"lO)と同様のものであろう．そのほか稀に普通角閃石の小粒

9) Deer~ W. A.; 1935, The Cairnsmore of Carsphairn Igneous Complex, Quart. Journ. Soc., 
vol. 91, p. 60, Fig. 3. 

10) MacGregor, A.G.; 1931, Clouded feldspars and thermal metamorphism, Min. Mag., vol.22, 

pp. 524r-v3S, 
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第 1表 Hornblende'hybridsとトナル岩の鉱物成分の容積比（％）
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第 2 表 斜長石成分 (An%)

hornblende hybrids 

型 B 型 C 型 斜長石質部 D 型
●―’- ！ヽ

内 82* 95 82 
96 I | 85 96 94 77 

外
(88~ (100 (87 (100 (89 (100 (100 (81 

套
核 76) ~73) ~76) ~88) ～80) ~88) ~84) ~73) 48** 

I(5345 

(57 
変 周 53 52 53 51 ~41) 

晶
縁 (60 (64 (58 (56 ↓ 
部 ~42) 51 ~43) 50 ~47) ~46) ~40) 37 

(54 (52 (43 
~47) 49 ~48) 49 46 44 ~34) 

モザイツク (64 (54 (56 (49 
~40) .,...,,42) ~41) ~40) 

各岩型襴で，右側の値ほ，斜長石の a軸を垂直に立てた場合の (010)/¥X'の値から推定したもの

(Chudobaぷennedy;1933, Determination of the feldspars in thin section, pp. 44,-..,46), 

左側の値ほ，分散法により決定したもの．

＊測定値の平均，括弧内は測定値の最大と最小・ ＊＊累栂構造の中心部→周縁部•
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第 2 図 B型 hybrids中の斜長石外套変晶

"・' ”'”' 
A．内核と周縁部との双晶の形

式が異り，その双晶面は連

続していない．

0.5 ”'"' 

B.内核と周縁部との結晶学的方位

が異り，叉前者は “clouding",

一方後者は鮮明である鼻

Ser:絹震母

が含まれている．モザイック朕斜長石や周絲部（外套楷造様外観の）のものに比べて割目がよく発

達していて，その多くは周絲部との境界で切断されている．一般に剪開・割目・双晶而に滑つて絹

雲罷化作用を蒙り，甚だしい場合には全体が絹雲母の集合休に変つている．そのほか一部ではゾウ

シュライト化作用を受けている．このような変質作用は， A 型では比較的弱<, B型や特に

C 型では著しい傾向がある．

ソーダ質周緑部は，石灰質内核と銚い境界線でくつきりと境されていて，その成分が全く突然に

著しく変つている． l吋核と周絲部との結晶学的方位は，一般に平行であり，剪聞やアルバイト式・カ

Jレヽフ、ゲミー~ト式双晶面が連続している．然し時に第 2 図に示されているように，両者の剪開が平行

でなかつたり，或は両者に於ける双晶の形式が異つていて，双晶面の連続していない場合が観察さ

れる．そして内核が累帯構造を全く鋏いているのに反して，周緑部では属々正規の漸移的のものが

みられる．時に比較的大きな角閃石結晶に接す

る部分では，周縁部の幅が狭められていたり，

前者の小粒を包裏している場合がある．叉展々

第 3図で判るように，小形拍子木朕の石灰質斜

長石が包誕されている．周縁部は二次的な変質

作用を受けていない新鮮な結晶であるが， C型

では稀に部分的にカオリン化されている．第 1

表からも知られるように，周縁部はA型中で非

常に狭い．

以上のような，石灰質内核とソーダ質周絲部

との関係は非常に特異なものであつて，火成岩

中の斜長石に普通にみられる累帯構造の生成機

椿に関する仮説11)によつては理解出来ないよう

に思われる．此の特異な累帯関係をもつた斜長

石は，小出縛氏によれば塩基性の凝灰岩や火成

岩が花岡岩化作用を蒙つて生じた産物中に普通にみられるという12)．従つて花尚岩化作用の機構の

第3図 B型 hornblendehybrids中

の斜長石外套変晶のソーダ質斜長石周縁
部(Ps)に包褒されている小形拍子木朕
石灰質斜長石(Pc).

I'•.. •.. •'t I•. • 
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：̀ ：．： ; ： ： • [〗尺 0• 臼．．．： ：豆`！： ： ； ： 、¥；； •............ ..........、．、.......... 
‘立翠ぶ-そ1;、プ’:.~~芝：
9, B 鼻-• 4 

急

ク戸 •` `‘‘し..... ．．．．．．．．．ヽ・・ I........ .. --...' 

l'"m 

p ：外套変晶の石灰質斜長石内核

11) Hills, E. S. ; 1936, Reverse and oscillatory zoning in plagioclase felspars, 

vol. 74, pp. 49""56. 

12)小出博； 1942,天龍鋏附近の花尚岩類，東大農演習林報告，第 13号， pp.82""83. 

Geol. Mag., 
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解明には，この累帯関係が璽要な資粁になるであろう．そこでこのような特徽のある結晶（内核と

周緑部とを合はせた）に名称を与えておいた方が記載にも便利であるので，これを仮りに外套髪晶

(mantloblast)と呼ぶことにする．

ソーダ質モザイック斜長石は， A型には訣けており， B型では斜長石外套変晶の間を充した小形

結晶である．そしてC型ではより大形で自形に近い形を呈している．これの成分は斜長石外套変晶

の周緑部のそれと全く一致しているばかりでなく，漸移的な正規の累帯構造のあること，二次的な

変質を受けす鮮明であることなどよく似ている．双晶個体が普通で，それはア｝レバイト式・カ｝レヽ

スバート式・ア］レバイトーカ］レヽスバート式などである．

普通角閃石は半自形乃至他形の主として帯褐緑色柱朕晶で，その大さは非常に変化に富んでいる

が，全体としての傾向は， A型からB・C型えとより粗粒である．多色性は著しく A・B・C型全休

を通じ略々同様で，大晶では次の如く変化する；

core periphery 

z = brownish-green with bluish tinge...... bluish-green,....,,greenish-blue 
Y =greenish-brown 

X =p_ale brownish-yellow 

・・・・・.....brownish-green 

.......... pale brownish-yellow 

absorption Y ~ Z > X. 

そして小晶では全休が青緑Jり至緑青色である傾向が認められる．光軸角 (-2V)はA型及びB型で
は略々等しく， C型では大きい；即ちA型ー75゜(76゜～75゜） •B型ー73°(76,-66゜） •C型ー8ざ(88゜～82゜）

である（但し括弧内の値は，測定値の最大と最小）．（100)上の双晶が屎た認められる．磁鉄鉱（或

は蒻失鉱？）の包裏物が極めで普通で，•それは多くの場合板朕の磁鉄鉱（赤鉄鉱？）が角閃石の剪

開面の方向に平行に配列された閃光構造を呈している．そしてこのような包裏物は角閃石の中心部

に限られている．この構造はC型に於ては顕著でなくなるが，その代りに服々梢た大形の磁鉄鉱粒

が含まれている． 1枚の藩片に於ても，小形のものではこの構造を呈するものが少い傾向が認めら

れな包裏物としてこのほかに服た拍子木朕の石灰質斜長石があつて，著しく多い場合にはそのた

めに飾朕構造を示すようになる．特にC型に多く，この包裏斜長石は多くの場合外套変晶である．

屡た周縁や剪開面に滑つて緑泥石に変化し，オ屑石や緑簾石を作っている．一般にこのような二次的

変質作用は，黒雲母に比較するとより少ない．

黒雲母を伴う hornblendehybridsは非常に少ない．これを伴うもの＼中では，数ミリ以下の

板朕晶として角閃石に伴つて産する．多色性が顕著で，

Z年 Y= brown with greenish tinge 

X =pale yellow with greenish tinge 

absorption z ~y > X に変化すな
二次的変質作用によつて角閃石よりも敏感に緑泥石に変化し，属々緑簾石，中屑石を伴つている．

カリ長石は極めて少盤ながら各岩型に略ん一様に含まれていて，その産出朕態には三つの形式が

認められなそれは，（1) 他の鉱物の間を充すもの，（2) antiperthitic ・. patchとして斜長石中に

あるもの，（3) 他の鉱物を切つて発逹している緑泥石・緑簾石・桐石・カリ長石などから成る細脈

の構成員をなすものなどである．そして (3) のものは，その細脈が石灰質斜長石（外套変晶の内

核）を切る場合には，そこに発達している割目を充している．

石英は， A型に鋏け， B型に少批間隙充填結晶として含まれている． C型及び斜長石質部に於て

は，比較的大きな結晶をなし，その菫は増加している．波動消光，時に軽微な粒朕化が認められる．
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従属成分のうち，比較的多くて注意さるべきものは，緑泥石・磁鉄鉱・黄鉄鉱・桐石・緑廉石・

燐灰石などである．

桐石には，（1)上述の細脈を充しているもののほか，（2) 角閃石に伴つたり或は箪独の結晶をなし

て，細脈に切られているもの，及び (3) その細脈を切って発逹している緑泥石（角閃石及び黒雲

栂からの変質物で，上述の細脈を切つて発達している唯一のものである）に伴うものなどがある．

燐灰石は一般に短柱朕の比較的大きい（長径 0,2ミリから 1ミリ以下）結晶である．そして注目

すべきことには，稀に斜長石の間隙を填めているような産朕を呈することである（第4図）．

第4図 B型 hornblendehybrids中の燐灰石

Ap:燐灰石． Pc:石灰質斜長石内核
Ps:ソーダ質斜長石周縁部並びにモザイツ
ク斜長石

Kf：カリ長石． Ti:t屑石． Ep:絲簾石
Ch：絲泥石

第6図 C型 hornblendehybrids (Ch)中の
角閃岩包褒物 (Xa)

CK 

1cm 

角閃岩中に網目朕に発逹した斜長石層部(Pp)
の中に斑吠変晶的角閃石が存在する•

第5図 B型 hornblendehybrids (Bh)と
ho~nblende-biotite schist (Hbs)との接触部 スピネルは極めて稀に，カリ長石と1半つて斜

長石の間に挟つて産する．

C. Hornblende Hybridsと所謂三郡

愛成岩類との関係

小さい岩床朕 hybridsmassは，この変成

岩類の一般走向に平行なある帯13)に点々と分布

している．飯場峠酉方のある露頭の観察による

と，両者の接触関係は sub-concordant で，
l,,, 

. hybridsは変成岩の片理に沿つて鋸歯朕に，更

にポケット朕に入り込んでいる．そしてその境界附近で，両者は組織の変化が殆どなく，比較的は

つきりした線で境されている（第 5図）． 角閃岩類がB型（大部分）及びC型に接する場合には，

服々前者は所謂 metablasticrockl4)に類似したものに変化しているが， A型に接する場合にはこ

のような現象が見られない．

Hybrids massの中，特にその周緑部には顕微鏡的から露頭的にわたる種々の大さの角閃岩類が

包裏されている15）．そしてその包裏物に接する部分で， hybridsが斜長石質になつたり（特にその

hybridsが B型の場合），包裏角閃岩中に斜長石質脈が網目朕に入り込んで，その包裏物全体とし

て所謂 metablasticrock になっている（特にC型に包誕された場合，第6図）． この脈朕部は

13) Hybrids zoneと呼んだらよかろう．

14) 杉健一； 1948, 前掲•

15)他の変成岩起源の包褒物の明かなものは末だ発見されていない・
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hybrids中の斜長石質脈とよく似ている；例えば，斜長石として，モザイック朕のもの (An45(57 

~36)），並びに hornblendehybrids中の外套変晶と全く同性質のものがあり，なをそれに含ま

れた大形の角閃石は，結晶の中心部が周緑脊いより褐色味が強く， hybrids 中のものとよく似てい

る(-2V=68゚ ）．角閃岩には斜長石外套変晶はなく，主としてモザイック朕のもの（An36,....,32)と

多少平行配列を示す緑色角閃石とより成つている．凰天斑肱変晶的角閃石が発焙していて，その色

の変化が全く斜長石質脈中のものと同様である．

E. D型 HornblendeHybrids並びに HornblendeHybridsとトナル岩（糸島型

花尚閃緑岩）との闘係

両者は，その産朕からみて，非常に密接な関係にある．即ち hybridsmassの分布している

hybrids zoneに沿つて， トナル岩休が比較的高く突き出ていることが地質図から判忍

Hybridsとトナル岩とは比較的狭い漸移帯（帳約数メート、］レ乃至 10数メート）レ．地質図では

多少誇大に表されている）を介して移過的関係にあり，この漸移帯を D 型が占めている．更に，

この D型臼彊々の性質が全く同様の岩石が， hybridszone の東の延長上約 2キロのトナル岩

体中に種々の大さ（数メート）レ乃至数10センチ）の包裏物として存在している．

トナル岩は肉眼的に粗粒（Jり至中粒）で，片朕構造が多少認められる．服々角閃石。黒雲罷に伴

われた桐石の結晶が認められな鉱物成分と容積比は第 1表に示してある．

斜長石は半自形（径3ミリ）り至0.4ミリ），潮移的な正規累帯構造が普通で，その成分は第2表の

通りである．時には oscillatory-normal zoning をしたものが見られる．叉稀には結晶の内核

が周縁より非常に屈折率が高く，両者の境界が比較的はつきりしているものがある．服ぷ石英粒が

斜長石結晶内に包裏されていて，著しい場合には飾朕椙造を呈する．この包裏石英が，その host-

plagioclaseの外側にある石英と同消光位にあることが時折観察される．カリ長石は殆んど訣けて

いる．それが存在する場合には常に他の鉱物の間を填めており，微斜長石構造が殆んど認められな

ぃ16)．角閃石は短柱朕乃至斡朕の主として緑色種である．屎た石英粒包裏物によつて蜂巣状にされ

ている．黒雲母或は角閃石に密接に伴つて棚石粒が産する．

D 型の肉眼的特微は B節で述べたその鉱物成分と容積比は第 1表の通りである．この岩石

の種々の性質は B型とトナル岩との中間にある．斜長石は，その成分・石英戟包裏物。その他鏡

下の性質がトナ）レ岩のそれと似ている．このぽかに内核の非常に小さい外套変晶が屈々存在する．

角閃石(-2V= 79°(83゚～77'））には，帝褐緑色種と緑色種とがあり， A 型などに見られる閃光構

造は余り箸しくない．

圃． HornblendeHybridsの成因に関する一考察

前述のことから hornblendehybridsの種々の特徴が略々明かになつたことり恩う．最も特微

的で特異なことは，斜長石“外套変晶’'の存在であなその内核と周縁部との結晶学的方位が平行

していない場合のあること・両者に於ける双晶の形式が相違していて双晶面の連続していない場合

のあること・内核が著しい蚕食朕楊造を呈すること。更に周緑部が服々小・形石灰質斜長石を包裏し

ていることなどを考えると，内核を構成している石灰質斜長石が，その結晶作用完了後のある時期

に，その結晶の間を浸潤して来たある高温の溶液によつてcorrosionを受け（この時，溶液自身も

相当の成分変化を受けたであらう）， その後に周縁部が結晶したのだろう．即ち去いかえれば，石

16)比較的結晶の大きい場合に限つて部分的に認められる．恐ら<secondarymicroclineであらう（冨

田逹敬授講述；造岩鉱物学）．
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灰質斜長石の周緑部は， metasomatic replacementの産物ではなくて，熔融部に存在した溶液

から直接晶出したと考えるのが妥当であろうこのことは， hybridsmassの壁岩や包誕物である

角閃岩の中に，斜長石質脈が hybridsから浸入していること17)からも推察されるであろう．更に

石灰質内核が熱の影饗を受けたことは，その cloudingからも想像されよう 18)・モザイック朕‘ノー

ダ質斜長石は，その成分が斜長石外套変晶の周縁部と全く等しいこと・狭い周緑部を有する A 型

には生成されていないで，それの広い B 型及び C型に現れ，更に C 型に於ては自形を呈する

ようになることから，このモザイック欣‘ノーダ質斜長石も亦熔融部の潜液から晶出したと考えるの

がよいであろう．

このような熔融部が存在していた時に，有色鉱物の朕態がどうであつたかを知る手掛りについて

は明かではない． しかしながら斜長石外套変晶の周緑部に角閃石粒が包裏されていること・角閃石

の結晶が周緑部の生成を妨げたような産朕が見られること・叉逆に角閃石が斜長石外套変晶を包裏

していることなどから，少なくとも現在見られる角閃石の形成は，‘ノーダ質斜長石の再晶出と相詢後

して行はれたと考えられる．更に熔融部の存在は，角閃石の生長を助けた19)ことが想像される20).

次にこのような溶液の浸潤を受けた岩石がどのようなものであったかゞ問題になる．この作用を

最も少なく受けた A 型 hybridsをみると，原岩の斜長石は相当に石灰質で，その量は，岩石全

体の約 50% vol．位であったであろう．そして hybridsmass中に壁岩の捕獲岩があること及び

石灰質斜長石の大さ・形などを合せ考えると，この hybridsの原料は斑糠質岩（Jり至部分によつ

ては多少輝緑岩質）であったと想像される．その originalmafic mineralsについては現在全く

不明である．

このようにエネルギー｀に富んだ溶液の出処を知り得る放極的なデーターは未だ得られていない．

しかし前述のような， hybridsmassとトナル岩との密接な随伴関係や hybridsの種Kの性質を

考慮すると，それは多分トナル岩から由来した volatileに富んだ ‘‘partialmagma"21)であろう．

W.A.Deer氏の研究されたスコットランドの例では，このような partialmagmaは “aquartz, 

potash magma"であるが，飯場峠のものは，その hy恥idsの鉱物糾合せから想像されるよう

に，比較的 Na,Si，共他 volatileに宜んだものであろうそして比較的 K に乏しいことは， ト

ナル岩中にカリ長石が非常に少いこと＼も考え合せて，特に注意されなければならないと、思う．

以上の考察から， A～C型 hornblendehybridsは，斑桐岩とトナル岩の partialmagmaと

の hybridizationによつて生じたと考えたい．この作用は，その resultingproductsを重要視

する場合には granitization22)，更に厳密には dioritization23)と云われるであろうし，叉この作用

の processを考慮すると Scheumann氏の Metatexis21)に相当すると考えられる．

他方 D 型 hybridsは，その性質・廂朕から考えて， partial magma よりもむしろ， トナ］レ

岩として同結した magma 自身 (completemagma25)）の assim-ilation を相当強く蒙つたもの

であろう．

Hornblende hybridsの originalgabbroの斜長石（外套変晶の内核）の前述のような性質

からみて，それが広域変成作用を蒙つたものとはどうしても考えられない．一方所謂三郡変成岩類

中には，•この種の変成作用を受けた metagabbro の存在が知られている26)．従つて，所謂三郡変

成岩類地域には，その originalsediments堆稜以後糸島型花尚閃緑岩生成以前に，少なくとも

2回の斑料質岩の近入が行はれたことになる．

17)この斜長石質服が hybridsから滲み出たものであることは，前者と後者の斜長石の性質が殆ど全く同

椀であることからうなずける•

18) MacGregor, A.G.; 1931，前掲， p.531疇
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19)勿論 volatileの影響が大きかつたであらう．

20) より多く熔融部の存在していたと思はれる B•C 型に於ては，それの少い A 型に於けるよりも角閃

石が大形である•

21) Deer, W. A.; 1935，前掲， pp.54,.....,55, 68. 

22) Eskola, P.; 1939, Die Entstehung der Gesteine, S. 266. Groμt, F. F.; 1941, Formation of 

igneous-looking rocks by metasomatism, Bull. Geol. Soc. Am., vol. 52, p. 1540. 

23) Anderson, G.H.; 1937, Granitization, albitization and related phenomena in the northern 

Inyo Range, California-Nevada, Bull. Geol. Soc. Am., vol. 48, p. 47. 

24) Scheumann, K. H.; 1936, Metatexis und Metablastesis, Min. pet. Mitt., Bd. 43, S. 405. 

Eskola, P.; 1939,前掲，s.266. 
Koch, W.; 1940, Metatexis und Metablastesis in Migmatiten des nordwestischen Thuringer 

Waldes, Min. pet. Mitt., Bd. 51, SS. 6,.....,8, 97,.....,99_ 

25) Deer, W.A.; 1935，前掲， p.54.

26) 唐木田芳文•種子田定勝； 1950, 前掲•




